
介護保険事業の関連・周辺事業について

　 ●健幸のまちづくり

    ●地域包括ケアの我が事・丸ごと化
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地域団体、事業者、市及びその他の関係者は、健幸のまちづくりを推進するため、共同して、協議会を組織
することができる

協議会

健幸のまちづくり条例について

　健幸のまちづくりについて、その基本理念を定め、市民、地域団体、事業者及び市の役割を明らかにすること
により、市民一人一人が健康で、かつ、生きがいを持ち、豊かな生活を営むことができるまちを創る。
※　健幸＝「生涯を通じて健康で幸せな生活をすることができる状態」と定義
※　市民＝「市内に居住し、又は通勤し、若しくは通学する個人」と定義

●　健幸とは本人や家族のみならず市民共通の願いであるという認識のもとに進めること。
●　市民一人一人が主体となって、心身の状況に配慮しつつ、健幸づくりに取り組むこと。
●　市民、地域団体、事業者及び市が互いに連携を図り、協力して進めること。

基本理念

●　市民の役割　　　健幸のまちづくりについての理解と関心を深め、積極的に自らの健幸づくりに努める
●　地域団体の役割　地域団体のそれぞれの特色を生かして健幸に関する活動に積極的に取り組み、健幸の　
　　　　　　　　　まちづくりに関する施策に協力するよう努める
●　事業者の役割　　健幸に関する活動に積極的に取り組み、健幸のまちづくりに関する施策に協力する
　　　　　　　　　よう努める
●　市の役割　　　　市民、地域団体及び事業者の健幸づくりへの関心と意欲を高め、市民一人一人が
　　　　　　　　　積極的に健幸づくりを実践することができる施策を推進する

市民・地域団体・事業者・市の役割

2



健幸のまちづくり協議会の設置について（案）

産官学がお互いのノウハウを生かし、連携することで、まち全体で健幸のまちづくり
を進めるため、健幸のまちづくり協議会を設置し、健幸づくりに関する事業について
協議を行う。

健幸のまちづくり協議会

健幸ポイント事業の実施運営の協議を行うとともに、健幸ポイント事業のあり方、各種健
診・検診の事業のあり方について、各企業の組合健保の事業のあり方や健康経営に向け
た取組と併せて議論することを通じ、市民の健幸づくりに関する取組の官民協働のあり方
について検討する。

健幸づくり事業分科会

市の事業として実施してきた健幸フェスティバル＆高石マルシェについて、実施主体を協議
会に移管した上で、健幸のまちづくり協議会の取組を発信し、普及・啓発する場として位置
づけ直し、同事業の運営について協議を行う。

健幸フェスティバル＆高石マルシェ分科会

市民のニーズや市の行政課題に合致した商品・サービスの開発を民間事業者と市民が一
体となって行うとともに、ヘルスケア産業の育成を図るため、高石市版健幸リビング・ラボを
設置し、その運営について協議を行う。

健幸リビング・ラボ運営分科会
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■正会員　協議会の目的に賛同し、協議会の実施する事業に関わり、又は支援する機関、
　　　　　　団体若しくは事業を営む、若しくは営むことを予定している個人として会長の
　　　　　　確認を受けた者
■賛助会員　協議会の目的に賛同する機関、団体又は事業を営む、若しくは営むことを
　　　　　　　予定している個人として会長の確認を受けた者者

○　正会員から役員を選出。正会員にのみ議決権あり。
○　平成２９年度の事業実施状況を踏まえながら、平成３０年度以降協議会運営に係る
　費用（特に健幸リビング・ラボの運営に係る費用）の調達方法について検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（利用料徴収or会費徴収orその他収益事業の実施）
　　※　健幸リビング・ラボについては、ゆくゆくは法人を立ち上げて運営することを検討
○　各分科会への参加については、会員ごとに選択
○　事務局は高石市保健福祉部健幸づくり課スマートウェルネス推進室が
　地域包括ケア推進課の補佐を得て行う。
○発起人
　高石市長、高石商工会議所会頭、一般社団法人　高石市医師会会長、
　高石市歯科医師会会長、高石薬剤師会会長、社会福祉法人高石市社会福祉協議会会長、
　一般財団法人　高石市保健医療センター理事長

健幸のまちづくり協議会の会員構成について（案）



■健幸づくり事業分科会
　→健幸ポイントを通じた介護予防の促進

■健幸リビング・ラボ運営分科会
　→保険外サービス・生活支援サービスの創出
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施設イメージ

「街なかリビング」の設置について ※厚労省新規補助事業（補助率３/４）

【相談支援包括化推進員】
　分野に限らず多機関との連携体制（金融機関、ガス・水道検針員その他の
医療・福祉以外の関係機関を含む）を構築する。地域での課題を吸い上げて
新たな支援を検討する。
【校区担当コーディネーター】
街なかリビングの立上げ支援・総括調整役。よろず相談、出張相談運営支援
※３～５年後は自主運営組織のみで運営
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相談支援包括化推進員
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　自治会エリアごとに地域の場として定期開催のコミュニティカフェの設立を進めてきたところ。一定数が設
立された状況を踏まえ、地域の常設の活動拠点として、「街なかリビング」を設置する。

支援人員体制

相談支援包括化推進会議② 相談支援包括化推進会議②

○常設のよろず相談（地域住民中心で分野に関わらず相談対応）、出張相談
○地域の課題を知るワークショップの開催
○「地域ＳＯＳカード」の作成
→多機関でのケース検討、地域課題の議論（相談支援包括化推進会議②）
→市全体の制度的な議論は地域包括ケア会議（相談支援包括化推進会議①）
○フリースペースでのイベント

事業内容医療福祉関
係機関、消費
生活支援セ
ンター、警察、
金融機関等
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